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●町民大学　講話および閉講式

・日時

　３月30日（火）午前10時

・会場

　町生涯学習センター・ホール

・講話

　○演題

　　「肩、腰、ひざの痛みの解消法

　　  について」

　○講師

　　松尾 洋さん（くまもと健康支

　　援研究所長）

・閉講式　午前11時30分開式

　多くの皆さんの出席をお待ちして

います。

▼公民館主催講座のご案内

町民大学閉講式の開催について

PUBLIC HALL

　
１
月
　
日
（
水
）
の
第
４
回
町

27

民
大
学
は
、
県
農
業
公
園
（
合
志

市
）
を
訪
れ
「
植
木
市
見
学
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
の
Ｊ

Ａ
植
木
市
に
は
、
庭
木
や
花
、
鉢

物
な
ど
約
１
２
０
万
点
が
並
ぶ
と

と
も
に
、
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

の
即
売
も
多
数
出
店
。
当
日
は
、

春
が
訪
れ
た
か
の
よ
う
な
暖
か
さ

に
恵
ま
れ
た
見
学
日
和
で
、
　

人
52

が
参
加
。
多
く
の
人
出
の
に
ぎ
わ

い
の
中
、
一
軒
一
軒
立
ち
寄
っ
て

お
目
当
て
の
苗
木
な
ど
を
前
に
生

産
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
り
、

各
地
の
特
産
品
を
試
食
し
た
り
し

て
、
買
い
物
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
　
歳
代
の
女
性
は
、「
毎
年
楽

60
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
植
木
市
を

通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
と

顔
見
知
り
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
、
買
い
物
袋
を
両
手
に
抱

え
て
会
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
（
土
）
の
「
こ
ど
も

13

講
座
」
は
、
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
」
と
題
し
て
、

町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で

ク
ラ
ン
チ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
　
人
。

20

　
白
と
黒
の
２
種
類
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
砕
い
て
湯
せ
ん
に
か
け
、

ゆ
っ
く
り
混
ぜ
て
溶
か
す
と
甘
い

香
り
が
漂
い
始
め
、
子
ど
も
た
ち

は
わ
く
わ
く
気
分
。
溶
か
し
た

チ
ョ
コ
に
シ
リ
ア
ル
を
混
ぜ
て
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
て
、
ク
ラ
ン

チ
チ
ョ
コ
バ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ョ
コ
が
固
ま
る
ま
で

の
時
間
を
利
用
し
て
、
ホ
イ
ッ
プ

ク
リ
ー
ム
を
使
っ
て
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り

に
も
挑
戦
。
最
後
に
、
手
作
り

チ
ョ
コ
と
ケ
ー
キ
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
か
わ
い
ら
し
く
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
完
成
し
ま
し
た
。

LIBRALY

が紹介する本は、『いのちの

えんぴつ』という本です。

　この本の主人公の加純ちゃんは、

10歳のとき、脳幹がはれてしまう病

気にかかってしまい、体にマヒが

残ってしまって、体のバランスをと

ることが難しくなり、車いすで生活

をしている女の子です。

　加純ちゃんは

体育の授業に参

加できないので、

小山内先生と一

緒に過ごしてい

ます。あるとき

加純ちゃんは、

小山内先生から

ドイツで買って

きたノートとえんぴつをもらいます。

そのノートに加純ちゃんは、思い通

りに動かない手で、「十二色」とい

う詩を書きます。

　私は、右手が動かなくなったら、

左手で字が書けるように練習をする

加純ちゃんをすごいなと思いました。

また、自分の車いすを押してくれる

友だちのまゆちゃんが、加純ちゃん

の手伝いをすることでほかの友だち

と遊べないことを、加純ちゃんはと

てもつらく思っていました。私は、

自分の体が不自由なんだから、他の

人に手伝ってもらってもいいと思う

のに、人への感謝の気持ちを忘れな

い心を持った加純ちゃんはえらいな

と思いました。

▼

第
４
回
町
民
大
学

「
植
木
市
見
学
」
を
開
催

▲大にぎわいの植木市を見学

　し、買物を満喫した参加者
▼

こ
ど
も
講
座

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

▲おいしくてかわいらしく完

　成した手作りお菓子
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■

図
書
室
だ
よ
り
 ■

『いのちのいろえんぴつ』（豊島 加純詩/絵）

■町生涯学習センター図書室( 志096-234-2447)■開館時間 午前９時～午後５時■休館日 毎週火曜日、年末年始■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間■

10歳で脳腫瘍を発病し、車いすで通った
学校。広大な自然の中で少女がつづった
命の詩と絵をまとめた、生きることへの
素直な気持ちがいっぱいつまった一冊。

渡邉 奈々さん
〔大町区〕

今月の案内今月の案内人人

私

町教育委員会公民館事務局

　志096-234-2447


